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１　本表は大学（看護師学校、保健師学校、助産師学校指定の場合）の例であり、当該指定学校区分により適宜保健師課程、助産師課程の欄を削除すること。

２　対応関係を本方法により表記できない授業科目がある場合等は、記入方法を変えて差し支えないこと。但し、その実態が分かるよう記入すること。

３　本表は、日本工業規格Ａ４型又はＡ３型で作成すること。
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